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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

 今年度の研究室紀要におきましては、計五本

の公募論文、一本の研究ノートを掲載する運び

と相成りました。扱われた思想家や問題は論稿

毎に精彩に富み、研究室関係者の活発な活動の

現況を御伝え出来たかと愚考する次第でありま

す。査読を担当して頂きました先生方には、こ

の場を借りて衷心より厚く御礼申し上げます。 

 私自身こうした校訂・編集に携わるのは初め

てで、実力不足から来る艱難辛苦も多くござい

ました。しかしそれだけに作業に取り組む中で

勉強させて頂いたことも数多く、顧みれば改め

て身の引き締まる思いが致します。何よりこう

した形で今号を広く江湖に問うことが叶い、甚

だ欣快に堪えぬ次第であります。（山内翔太記）  
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